


あなたにぴったりの古生物本は？

イベント減で「推し」に
会えていない……

長らく
帰省できていない

NoNo 大好きな動物園にすら
行けていない……！
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時間をもてあましている
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その他
理工書
生物本も
オススメ

ブースA-19ではこのほかに特別価格本、
いま書店では見られない在庫僅少本なども販売！

飼育の教科書シリーズ 栽培の教科書シリーズ

Start No
Yes

秋の夜長に 笠倉出版社 古生物本のススメ！

古生物動物園
へようこそ！

『パンダの祖先はお肉が好き!?
ー動物園から広がる古生物の世界と進化ー』
著・土屋健ほか

同郷※の古生物
とふるさとに想いを馳せる

※化石発見場所

古生物界の推し
を探そう！

Yes Yes Yes

充実した毎日でも
たまには息抜きを！
 古生物本全般
オススメです！

『生きている化石図鑑
ーすばらしき「名品」生物たちー』
著・土屋健
監修・芝原暁彦
イラスト・ACTOW

切実に多様な意味で「生き延びること」について考
えさせられている2020-21 年。はるかに長い年月
を生き延びた大先輩生物たちのフォルムから、いま
改めて、そのすばらしき「生存戦略」をまなぶ。

会場で上記古生物本をご購入の方は、著者 (土屋健氏 )の直筆サインを入れることも可能
です！

来場者
特典!

まずは生き延びる

『日本の古生物たち』
著・土屋健ほか

『ああ、愛しき古生物たち
ー無念にも滅びてしまった彼らー』
著・土屋健ほか





―あなたの知らない古代―
白鳥兄弟（高橋　健）

「土偶マイム」というパフォーマンスをしている白鳥兄弟と申します。博物ふぇすてぃば
るの会場では毎年土偶マイムを演じてきましたが、今回は誌上での参加ということで、土偶
や縄文時代からは少し離れて、「オホーツク文化」を取り上げてみたいと思います。
みなさんはこの「オホーツク文化」という名前を聞いたことがあるでしょうか？あまり聞
きなれないかもしれませんが、縄文文化などと同じように日本列島にかつて存在した先史文
化の一つであり、とてもユニークで面白い文化なのです。
オホーツク文化は、北海道のオホーツク海沿岸を中心に、5世紀から 9世紀頃に栄えた文
化です。日本史の時代区分でいえば、古墳時代から奈良時代、平安時代にかけてということ
になります。実は北海道の考古学では、弥生時代や古墳時代といった時代区分は使われませ
ん。その代わりに、続

ぞくじょうもん

縄文時代や擦
さつもん

文時代という北海道独自の区分が使われています。オホー
ツク文化は、続縄文時代の終わり頃から擦文時代の半ばにかけて、北海道の中でも一部の地
域に展開した文化だということになります。
北海道におけるオホーツク文化の分布範囲は、道北から道東にかけてのオホーツク海沿岸
を中心とする地域で、一部日本海沿岸にも及んでいます。ただしオホーツク文化の分布範
囲は北海道だけではなく、サハリンから千島列島にまで及んでいます（図 1）。このように、
現代の国境という枠組みを超えて分布していた古代文化がオホーツク文化なのです。
オホーツク文化の遺跡は、基本的に海岸から 1㎞以内に立地しています。遺跡から見つか
る動物の骨の研究や、人骨や土器付着物の理化学的分析によっても、海産資源に極端に依存
していたことがわかっています。竪穴住居は大型で長軸が 15mを超えるものもあり、五角
形ないし六角形をしていることが特徴です。一軒の家に複数の家族が暮らしていたと考えら
れています。住居の中央には石囲いの炉を設け、その周りにコの字形に粘土を貼って床にし
ています（図 2）。

流氷の範囲
（1994年3月8日）

オホーツク文化の
遺跡分布範囲



この竪穴住居の一角には、骨
こつづか

塚と呼ばれる遺構が残されます。図 3は網走市モヨロ貝塚
で戦後まもなくの 1947 年（昭和 22年）に発掘された 7号竪穴の調査風景ですが、壁側
にクマ頭骨が積まれているのがわかります。このように住居内に動物の骨を積み上げた遺
構が骨塚で、一種の祭壇だと考えられています。単に食べかすを捨てていた場所というわ
けではなく、特定の種や特定の部位の骨を集めていることが多く、特にクマの頭が目立ち
ます。オホーツク人は主に海の資源を利用して生活していましたが、その儀礼の対象となっ
ていたのは、クマが中心だったのです。
1998 ～ 99 年に発掘調査された北見市トコロチャシ跡遺跡の 7号竪穴では、骨塚から
110 頭のヒグマの頭骨が検出されました（図 4）。これだけの数のヒグマを短期間に獲っ
たとは考えにくいことから、かなりの期間にわたって集積されたものだと思われますが、
それにしても大変な数であることは間違いありません。数十頭のヒグマ頭骨から成る骨塚
は、他にもいくつかの遺跡から見つかっています。
　北海道でクマの儀礼といえばまず思い起こされるのが、アイヌのイオマンテ（クマ送り・
クマ祭り）です（図 5）。これは、春に穴籠りをしているヒグマを狩り、仔グマがいる場
合は集落まで連れて帰り、秋まで飼育してから盛大な祭りを行って天に送り返す（殺す）
というものです。この儀礼はアイヌ民族の精神文化の根幹を成すものだと考えられ、「ア
イヌ文化の神髄」と呼んだ研究者もいます。狩りをしたクマを「送る」という儀礼は北方
地域の狩猟民の間に広くみられますが、こうした「仔グマ飼育型」のクマ儀礼は、アムー
ル河流域からサハリン、北海道という北東アジアの限られた地域にだけみられる特殊なも
ので、その起源や発達過程が議論されてきました。



　

そこで問題になるのが、骨塚に象徴されるオホーツク文化のクマ儀礼の内容です。果図オ
ホーツク文化のクマ儀礼は、仔グマの飼育を伴う「仔グマ飼育型」だったのでしょうか？
この問題に対してはいくつかのアプローチが考えられますが、ここではオホーツク文化の
遺跡から出土するクマ彫像に注目してみたいと思います。
　オホーツク文化の遺跡からは、動物をモチーフにした彫像の類が多く見つかります。土
製のものもありますが、骨や角、牙製のものが多い点が特徴です。単独の彫像もありますが、
釣針や匙などの道具の端部や表面に線刻や浮彫で表現されることもあります。このような
動物像の存在は、オホーツク人が何らかの動物信仰をもっていたことを反映しているので
はないかと考えられています。
動物像のモチーフとなる動物はクマが最も多く、全体の半分程度を占めています。図 6
～ 8はいずれもトコロチャシ跡遺跡から出土したクマの彫像です。図 6は四本足で立つク
マを単独で表現した彫像で、トドの骨製とされています。図 7は鹿角製品の端部に彫刻さ
れたクマの頭部です。今回注目したいのは、やはり角製のクマ彫像破片である図 8です。

8号竪穴の骨塚から出土したこの資料
は、長さ 3.3 ｃｍと非常に小さなもの
ですが、クマの顔つきや体つきが上手
く表現されています。
　この彫像で注目すべき点は、背面に
みられる浮彫です。首の周りに 1 条、
背筋の右側に 2条の浮線が施されてい
て、首輪と引き縄を付けているように
見えます。クマに首輪と引き縄をつけ
ていたとすれば、野生のクマでそのよ
うな状況を想定することは難しいので、
この彫像は飼育されたクマを表現した
可能性が高いといえます。この資料は、
小さなかけらではありますが、オホー
ツク文化において仔グマ飼育型のクマ
送りが行われていたことを示す、有力
な証拠なのです。



　ところで、このようにオホーツク文化で
は多くの動物像を作っていましたが、実は
人間の形をした像を作ることは少なかった
のです。特に土製の人形は全く見つかって
いません。この点は、たくさんの土製の人
形＝土偶を残した縄文文化とは大きく異
なっています。オホーツク文化でも土器は
たくさん作っていたので、作ろうと思えば
その技術はあったはずですが、土の人形を
作ることはなかったのです。
オホーツク文化の遺跡から見つかるひと
がたの製品としては、牙製婦人像と呼ばれ

るものがあります。図 9はモヨロ貝塚の 10号竪穴西側の貝層から出土したもので、マッ
コウクジラの歯で作られています。頭や腕が欠けていますが、胸のふくらみやスカート状
の衣服を着た下半身が表現されています。この牙製婦人像は、これまでに 10例余りが見
つかっているだけで、非常に珍しい遺物です。
　横浜ユーラシア文化館では、2021 年秋に特別展『オホーツク文化―あなたの知らない
古代』を開催します。本州初公開の資料を含む 600 点を超える資料を展示します。ここ
で紹介できたトピックは展示全体のほんの一部にすぎません。この文章を読んで少しでも
オホーツク文化に関心を持たれた方は、ぜひ足をお運びください。
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会場（ブースA2：ふぉっしる）で
書籍をご購入いただいた方には、

著者のサインを入れることも

可能です！
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